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産業建設常任委員会委員長報告 
             （平成２８年９月２９日） 

 
産業建設常任委員会に付託されました議案について、審査の経過

概要とその結果を報告いたします。 

まず、第１号議案、平成２８年度一般会計補正予算の本委員会所

管分でありますが、その主な内容は、 

・農林水産業費では、土地改良事業として実施する天川排水路改修

工事費等の増額補正。 

・商工費では、市内の森林資源を生かした歴史・食・観光都市とし

ての地域活性化を図るため、「森のステーションかめおか」を推進

する事業費等の増額補正。 

・土木費では、地域こん談会等の要望を踏まえて実施する市道及び

河川の機能維持及び改修事業費、ガーデンシティをめざして取り

組む緑化推進事業や和らぎの道の電気設備工事費、また、都市公

園事業として整備する京都・亀岡保津川公園の用地買戻しに係る

公有財産購入費の増額補正であります。 

討論では、 

・京都・亀岡保津川公園の用地買戻しに関して、スタジアム用地

としての購入経過に反対の立場からの反対討論。 

・今回の補正は、各事業を推進するために必要な予算計上である

との賛成討論があり、 
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採決の結果は、賛成多数をもって原案可決すべきものと決定しま

した。 

なお、指摘要望事項として、 

地方創生交付金を活用して事業実施する「森のステーションかめ

おか（匠ビレッジ・チョロギ村）」については、事業実施主体による

自立運営で事業継続されることを望むものであり、行政の支援に当

たっては、その点に留意して事業内容を十分精査のうえ、今後、本

市の新たなにぎわい・観光拠点として定着し、市政に還元されるよ

う、積極的な働きかけを望むものです。 

 次に、 

・第２号議案、平成２８年度地域下水道事業特別会計補正予算 

・第４号議案、平成２８年度上水道事業会計補正予算 

・第５号議案、平成２８年度下水道事業会計補正予算 

の３議案は、各施設における業務委託経費等に係る債務負担行為

の設定であり、３議案とも別段異論なく、採決の結果は全員をもっ

て原案可決すべきものと決定しました。 

次に、 

第５３号議案、財産の取得についての議決の一部変更については、

京都・亀岡保津川公園及び市道保津宇津根並河線外１線道路改良事

業用地の取得について、新たに仮契約をいただいた地権者の方から

用地を取得することにより、議決された内容の一部を変更しようと

するものであります。 
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討論では、スタジアム建設用地として取得した経過そのものに反

対であり、今後の利活用目的も不明確であるとの反対討論、 

それに対し、一部残っていた用地についてようやく取得できるも

のであり、今後の利活用に生かすためにも別段反対すべきものでは

ないとの賛成討論があり、採決の結果は、賛成多数をもって原案可

決すべきものと決定しました。 

 

次に、第５４号議案、市道路線の認定については、開発に伴い、

１路線を認定しようとするものであり、別段異論なく、採決の結果

は全員をもって原案可決すべきものと決定しました。 

 

以上、簡単ではありますが本委員会の報告といたします。 
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